
【インターカルチュラル・コミュニケーションの理論と実践】シラバス抜粋

担当教員／Instructor 大谷　晋也

開講区分(開講学期)／Semester 春～夏学期

開講科目名／Course Name 第二言語社会・文化研究Ａ/ Sociocultural Approaches to Second Language Studies  A

曜日・時限／ Day・Time 火曜 2限 / Tuesday 2nd period

単位数／Credits 2

講義題目／Course Name 第二言語社会・文化研究入門

授業の目的と概要／Course Objective
・言語とは、文化とは、言語文化とは、そして言語文化教育とは何かということを、歴史的な流れや

それらを取り巻く周辺領域を視野に入れつつ身につける。

・言語文化・言語文化教育、およびその周辺領域に関する広い視野の形成を目指す。

参考文献／Reference 授業中に指示する。

特記事項／Special Note

ZOOM（オンラインミーティングソフト）を利⽤して授業を⾏います。
最初の授業までに、https://zoom.us からZOOMをダウンロードして、自分でいろいろ実験して使えるように
なっておいてください。

アカウントには、大阪大学のメールアドレス（osaka-u.ac.jp）を使ってください。そうすることで、当面は時間
制限なく無料で利用できます。

なお、ビデオ通信になるので、

１．パソコン or タブレット端末 or スマートフォン
　（最低限、音声のやり取りができる環境）

２．通信容量に余裕のあるネット環境

の両方が必要になります（現状、連休明けまでは大学に来ることは禁止です）。

それが用意できない人は、早めにotani-air@ciee.osaka-u.ac.jpにメールしてください。
ZoomのMeeting ID等の連絡は、⼤阪⼤学のCLE（授業⽀援システム）を通じて⾏います。
https://www.cle.osaka-u.ac.jp/



担当教員／Instructor 大谷　晋也

開講区分(開講学期)／Semester 秋～冬学期

開講科目名／Course Name 第二言語社会・文化研究Ｂ/Sociocultural Approaches to Second Language Studies  B

曜日・時限／ Day・Time 火曜2限 / Tuesday 2nd period

単位数／Credits 2

講義題目／Course Name 言語文化教育の現状と課題

授業の目的と概要／Course Objective
・異言語教育や少数言語に関する各国の言語（教育）政策について、その目的と効果、理想と現実に

ついて知り、よりよい言語教育はどうあるべきかを考える。

・言語文化・言語文化教育、およびその周辺領域に関する広い視野の形成を目指す。

参考文献／Reference 授業中に指示する。

特記事項／Special Note
Zoomによる同時双⽅向の授業を⾏う可能性があります。
授業開始までに操作等に習熟しておいてください。

詳細はCLEによる掲示・メールで連絡します。


